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１．概要（Summary） 

 ナノテクノロジープラットフォームの機器を使用

し、フォトニック結晶に金スパッタを行った。これを

用いて抗原を検出し、バイオセンサーへ応用できるこ

とを確認した。 

 

２．実験（Experimental） 

フォトニック結晶は、生体物質を二次抗体や蛍光物

質などのラベルを用いないで、高感度かつ短時間で測

定することが可能である。このためラベルフリー・バ

イオセンサーとしての応用が期待されている。しかし

ながら、フォトニック結晶の製造コストが高いため、

使い捨てが前提のバイオセンサーの適用は困難とさ

れてきた。SCIVAX 社は、フォトニック結晶の作製に

ナノインプリント技術を用いることにより、大幅なコ

ストダウンを目指した。 

 今回、３元マグネトロンサイドスパッタリング装置

（CFS-4EP-LL）を使用し、フォトニック結晶表面に

金をスパッタし、バイオセンサーへの応用を検討した。 

ハロゲン光源および分光光度計を用いて、同サンプ

ルの反射光スペクトラムや反射光強度を測定し、その

特性を明らかにした。 
さらに、金表面に抗体を結合させ、抗原の検出試験

を行なった。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

金をスパッタしたフォトニック結晶の反射スペク

トラムおよび反射光強度を測定し、反射波長が可視光

領域にあることや、測定に充分な反射光強度が得られ

ることを確認した。 

 また、同サンプルは、周りの屈折率に応じて反射光

強度の増減が起こることを確認した。 

 さらに抗体を結合させ、抗原結合前後の反射光強度

を測定したところ、抗原濃度に応じ反射光強度が変化

することが確認できた。 

 これにより、ナノインプリントにより作製した金ス

パッタフォトニック結晶がバイオセンサーに応用で

きることが明らかになった。 
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